
「環境」を考える研究室です
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地球環境問題

環境問題の元凶は人の
「社会経済活動」です！

社会・経済活動
エネルギー・資源利用

農業・牧畜・林業・水産業
鉱工業・商業・交通・輸送

科学・技術・都市・日常生活

環境政策を研究し
社会に提言します

地球・環境と社会経済活動の
よい関係のために・・・

ごみの有料化 → ごみ処理費用を住民に 一部負担してもらうこと

（有料化の典型例：指定ごみ袋）
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有料化の背景・その１：減らないごみ！

<効果>
1 ごみの減量

2 財政負担の軽減

3 資源ごみ収集量の増
加

4 分別の徹底

5 住民意識の向上

<問題点>
1 減量効果の一時性

2 ルールに反する排出

3 ごみの減量効果が

見られない

4 不法投棄の増加

5 法律に関する問題

(全国都市清掃会議によるアンケート調査よる)

有料化の背景・その２：社会的ごみ処理費用増

1995年度：2兆2,168億円、17,700円／人
2000年度：2兆3,708億円、18,700円／人

1 有料化に関する議論をより深めること

住民意識の向上、ごみ減量化・リサイクルの促進
財政負担の軽減

今後のあり方は・・・

2 有料化の導入と地域の財政との関係の明確化
3 有料化に関する地域ごとの十分な議論・検討
4 ごみ処理手数料の徴収に係る法的な根拠の明確化

（野瀬彩子「ごみ有料科について・卒業研究論文・」2007年３月、による。）


